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または�
WakoPURE system

WakoPURE system
　WakoPURE systemは世界初の再構成系無細胞タンパク質合成技術で、転写、翻訳及びエネルギー再生に必要な
約30の因子を全て別々に調製、精製後、再構成したものです。大腸菌の翻訳因子である開始因子(IF1, IF2, IF3)、
伸長因子(EF－G, EF－Tu, EF－Ts)、終結因子(RF1, RF2, RF3, RRF)、20種類のアミノ酸に対応するアミノアシル
tRNA合成酵素、およびメチオニルtRNAホルミル転移酵素、T7 RNAポリメラーゼを含みます。その他にリボソーム、
アミノ酸、tRNA、エネルギー源、エネルギー再生システムを含んでいます。�
　リボソームタンパク質以外の構成タンパク質因子は全てヒスチジンタグを付加した状態で調製されています。
反応に必要な因子はスピンカラムを用いて限外ろ過、金属アフィニティ樹脂により除去することができます。そ
のため、従来のタグシステムを逆に利用して短時間で高純度なタグなし目的タンパク質を取得できます。�

●タグシステムを逆に利用し、目的タンパク質のみを簡単精製。�
●天然配列なタンパク質が簡単に精製。�
●再構成系であるため、夾雑タンパク質の混入がない。�
●合成から精製まで3時間で行えます。�
●RNaseのコンタミが非常に少ない。�

　分子量、生物種の異なる各種タンパク質を蛍光標識リジン存在下で合成を行った。合成後に、SDS－PAGEをし
SYPRO Redにて染色し解析をした。�

【特　長】�

【操作方法】�

【DHFR＊タンパク質の合成・精製例】�

【WakoPURE systemでの発現例】�

ステップ1 ステップ2 ステップ3
テンプレートDNAを加
えて1時間反応(転写・翻
訳反応を開始)

金属アフィニティー樹
脂を加え、タグ付き転
写・翻訳因子を吸着�

限外ろ過によるタグ付
き因子とリボソームの
除去�

12.5％均一ゲル�
（CBB染色）�

Lane 1: 分子量マーカー�

Lane 2: 合成後（鋳型 DNAなし）�

Lane 3: 合成後�

Lane 4: 精製後(ステップ3終了後)※�

赤   ：WakoPURE system の反応液に含まれる�

転写・翻訳因子タンパク質�

矢印：合成したタンパク質�

＊DHFR：Dihydrofolate reductase

※限外ろ過後にメタルアフィニティー樹脂で除去�

10-20％グラジエントゲルを使用�

次世代の　　　　タンパク質合成システム�in vitro
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コードNo. 品　名� 容　量� 希望納入価格（円）�

299－59501�
295－59503

4回用�
16回用�

16,000�
49,800

WakoPURE  system

※本キットはタンパク質合成までのキットになっております。精製キットは含まれていません。　I.K.

【製品内容】�
〈4回用〉�
s溶液A�
s溶液B�
sDHFRコントロール�
sユニバーサルプライマー�
sマニュアル�

…………………………………………………………………… 25μl x 4本�
…………………………………………………………………… 10μl x 4本�

……………………………………………………… 5μl x 1本�
……………………………………………… 80μlｘ1本�

【参考文献】�

Shimizu Y. Inoue A. Tomari Y. Suzuki T. Yokogawa T. Nishikawa K. Ueda T., Nature Biotechnology, 19, 751 (2001)

〈16回用〉�
s溶液A�
s溶液B�
sDHFRコントロール�
sユニバーサルプライマー�
sマニュアル�

…………………………………………………………………… 25μl x 16本�
…………………………………………………………………… 10μl x 16本�

……………………………………………………… 5μl x 1本�
……………………………………………… 80μlｘ1本�

TCRを介したシグナル伝達の研究に！�

ZAP－70
　ZAP－70は慢性リンパ性白血病（CLL）において、重要な予後因子として報告されています。�
　また、T細胞レセプター（TCR）を介するシグナル伝達に関連しており、T細胞が活性化されるとZAP－70がTCR複
合体にリクルートされ、活性化したZAP－70がアダプター分子LATのチロシンりん酸化を引き起こし、その結果
SLP－76やPLCγ1などの下流が活性化されます。�

Jurkat cell lysate was probed with 

Anti-ZAP-70, clone 2F3.2 (0.5μg/ml)

コードNo. メーカーコード� 品　名� 容　量� 希望納入価格（円）�

05－253�

16－210�

06－271�

14－404

250μg�

100μg�

150μl�

20μg

Anti ZAP－70 (human), clone 2F3.2 Monolconal Antibody�

Anti ZAP－70 (human), FITC conjugate�

Anti ZAP－70�

ZAP－70, active

569－17231�

－�

563－16891�

562－55681

62,000�

78,000�

56,000�

64,000

T－Cell Receptor Signaling Pathway Western Blot with �
Anti－ZAP－70, clone 2F3.2

U.K. 
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形質転換が1分間で終了します！�

ECOS™ Competent E.coli DH5α�
　本品は大腸菌DH5αのコンピテントセルであり、短時間で形質転換を行うことができる画期的な製品です。�
　これまでのコンピテントセルでは、熱処理後にSOC培地やHi－Competence Broth（コード No.319－01343）を添加し、
1～2時間の培養を行ってからLBプレート上で一晩培養することが一般的であり、形質転換には実質1.5～2.5時間
程度の時間が必要となっていました。�
　しかしながら、本品ではSOC培地やHi－Competence Brothでの培養を行う必要がなく、熱処理後、そのままLB
プレートへ移して培養することができ、形質転換は実質数分間で終了します。�

●最短1分間の形質転換！�
●回復ステップ不要！�
●1チューブ操作！�
●50μl包装の使いきりタイプ！�

【特　長】�
≧1×107 cfu/μg  pUC19 DNA�
（ECOS™ 1分間プロトコルの場合）�

【形質転換効率】�

　本プロトコルは最も時間と手間がかからないプロトコルとなります。1チューブずつの操作であれば氷上での
操作も必要ありません。42℃のウォーターバスとボルテックスがあれば、素早く簡単に約1分間で形質転換を行
うことができます。�
　複数本を同時に形質転換に用いる場合など、各操作を直ちに連続操作で進めることができない場合には、全て
の操作を氷上で行うことで、安定した形質転換効率を得ることができます。�

（＊1）水道水や室温のウォーターバスでコンピテントセル
を素早く解凍する場合は、約1/3量を解凍した時点
でDNA溶液を添加して下さい。�

（＊2）添加するDNA溶液の量はコンピテントセルの容量
の5％以下にして下さい。�

（＊3）1秒間のボルテックスは形質転換効率に悪影響を与
えません。ECOS™ Competent E.coli DH5αはボル
テックスに耐えられるように調製されています。�

（＊4）LBプレートは4℃のものを使用することが出来ます。
また、セレクションに使用する薬剤は以下の濃度で
使用することをお勧めします。�

　　　　　  アンピシリン（50μg/ml）�
　　　　　  カナマイシン（25μg/ml）（＊5）�
　　　　　  テトラサイクリン（12.5μg/ml）（＊5）�
（＊5）カナマイシン、テトラサイクリンを使用する場合は、

42℃でのインキュベート後、SOC培地を添加して約
30分間インキュベートしてください。1分間プロト
コルでは形質転換効率が低下します。�

【ECOS™ 1分間プロトコルの解説】�

－80℃保存�
【保　存】�

ECOS™ 1分間 プロトコル�
�

ボルテックス�

ボルテックス�

所要時間�

１分間�

①氷上でコンピテントセルを融解する（＊1）�
�
�
②プラスミド溶液またはライゲーション溶液を添加する�
　（＊2）�
�
③1秒間ボルテックスを行う（＊3）�

�
　（★氷上で5分間インキュベート：ECOS™6分間プロトコル）�
�
�
④42℃で45秒間インキュベート�
�
�
�
�
⑤1秒間ボルテックスを行う（＊3）�
�
�
�
�
⑥全量をプレーティングし、37℃で一晩培養（＊4）�
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　　ECOS™ Competent E.coli DH5αおよび従来型コ
ンピテントセルDH5αについて、pUC19 DNAで形
質転換を行った。�
　　操作はECOS™ 1分間プロトコルで行い、コンピ
テントセルは50μlを使用した。形質転換後、全量
をプレートにまき、37℃で一晩インキュベート後、
コロニー数を計測した。�

【実験例： ECOS™ 1分間プロトコルでの従来型コンピテントセルとの比較】�

　　右図のように、ECOS™ 1分間プロトコルにおい
てECOS™ Competent E.coli DH5αでは従来型DH5α
と比較して約6倍の形質転換効率が得られた。�
　　従来型のコンピテントセルをECOS™ 1分間プロ
トコルで使用すると、従来法に比べて大幅に形質
転換効率が低下した。�

【結　果】�

　　本プロトコルは、「ECOS™ 1分間プロトコル」に操作をワンステップ加えたものであり、より高い形質転換
効率を得ることができます。�
　　42℃でのインキュベートを行う前に、氷上で5分間インキュベートしてください（前ページ図★）。�
　　6kbp以上の大きなプラスミドを形質転換に使用する場合や、ライゲーション効率が低くライゲーション産物
の有効プラスミド量が少ない場合など、形質転換効率が低いと予測される場合には、ECOS™ 6分間プロトコル
での使用をおすすめします。�

【ECOS™6分間プロトコル】�

　　Ligation－Convenience KitとECOS™ Competent E.coli DH5αを組み合わせて使用することによって、ライゲー
ションと形質転換を約10分で行うことができます。�

【Ligation－Convenience Kit との連携】�

【関連商品】�

コードNo. 品　名� 容　量� 希望納入価格（円）�

314－06131�
310－06133

50μl×3本�
50μl×25本�

9,000�
37,500

ECOS™ Competent E.coli DH5α�

コードNo. 品　名� 容　量� 希望納入価格（円）�

315－05963�
319－05961�
319－01343

10回分�
100回分�
1ml×20本�

3,200�
20,000�
18,000

Ligation－Convenience Kit

Hi－Competence Broth

NEW
NEW

DNA溶液�

Ligation－Convenience Kit ECOS™ Competent E.coli DH5α�
ライゲーション�
16℃、5分間�

形質転換、最短1分�

Ligation－Convenience Kit�
＋�

ECOS™ Competent�
E.coli DH5α�

＝10分�DNA溶液と等量の�
2×Ligation Mix

ベクターDNA�
インサートDNA�

ddH2O
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pETによる組換えタンパクの発現�
　pETシステムは、大腸菌を使って組換えタ
ンパク質を発現させる手法の一種です。大腸
菌のRNAポリメラーゼによって認識されない
T7プロモーターの制御下に目的遺伝子をクロ
ーニングし、発現は宿主菌体（ホスト）にT7 
RNAポリメラーゼを発現誘導させることによ
り行います。�

※Novagenでは遺伝子クローニングから培養、タンパク精製に至るまでpETシステムに関する各種製品を豊富に取
り揃えております。�
　詳しくはNovagen分子生物学カタログ及びpETシステムマニュアルをご請求下さい。�

【pETシステムの特徴】�
①T7 RNAポリメラーゼは選択性と活性が極めて高く、菌体内のほぼ全ての関連物質が目的遺伝子の発現に向
けられます。発現産物はわずか数時間で菌体内の総タンパク質の50％以上にも達します。�
②T7 RNAポリメラーゼを発現する遺伝子を持たない菌体でプラスミドを構築する為、非誘導化時には目的遺
伝子の転写を完全に制御でき、プラスミドが不安定になる心配がありません。�

【タンパク発現を開始させる方法】�
①ホストにλCE6（T7 RNAポリメラーゼ遺伝子を持つファージ）を感染させる方法。�
②染色体にT7 RNAポリメラーゼを発現する遺伝子を持つホストに構築したプラスミドを導入し、形質転換さ
せる方法。T7 RNAポリメラーゼ発現遺伝子はlacUV5プロモーターによる制御下にあり、IPTGを培地に添加
することでT7 RNAポリメラーゼが発現し、目的タンパクの発現を誘発します。�

【タンパク発現をうまく行うポイント】�
①ベクター・ホスト・培養条件の選択により、可溶性で安定なタンパク質を効率的に発現させる事がポイント
です。�
②Tag融合ベクターの選択により、可溶性を上げる事やジスルフィド結合を促進させる事も可能です。また、
Tag付で発現させる事で、目的タンパクの精製が容易になります。�

【カタログ請求先】�
Wako Bio Window 係�
E－mail :  biowin@wako－chem.co.jp�
FAX :  06－6201－5964

Periplasmic Space

Cytoplasm

Inner Membrane

Cell Wall

Outer Membrane

IPTG Induction
E.coli RNA
polymerase

lac promoter T7 promoter

T7 gene 1
T7 RNA polymerase

T7 RNA
polymerase

Target gene

E. coli genome

Iac
repressor

DE3

Iac l gene

pET

HOST CELL

®
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【関連試薬】�
コードNo. メーカーコード� 品　名� 容　量� 希望納入価格（円）�

586－77921�
584－77961�
581－77971�
588－77981�
585－77991�
574－76701�
582－78001�
589－78011�
580－78041�
584－78061�
588－78081�
585－78111�
582－78121�
583－78031�
583－77931�
580－77941�
586－78021�
571－76951�
577－76671�
573－76673�
574－76681�
570－76683�
587－77951�
572－76981�
578－76721�
570－76921�
577－76931�
574－76941�
502－31461�
508－31463�
575－76971�
587－78051�
578－76961�
574－76963�
570－76661�
581－78071�
571－76691�
507－31411�
575－76731�
577－76735�
570－32721�
573－32711�
585－78091�
588－78101

69015－3�
69661－3�
69662－3�
69739－3�
69741－3�
69820－3�
69864－3�
69865－3�
70561－3�
70939－3�
71146－3�
71234－3�
71241－3�
70548－3�
69337－3�
69348－3�
69896－3�
69449－4�
69450－3�
69450－4�
69451－3�
69451－4�
69454－4�
69825－4�
69946－3�
69002－3�
69149－3�
69278－3�
70967－3�
70967－4�
69755－3�
70796－4�
69670－3�
69670－4�
69066－3�
71110－3�
69522－3�
70921－4�
70584－3�
70584－4�
70746－3�
70664－3�
71300－3�
71366－3

10μg�
10μg�
10μg�
10μg�
10μg�
2 μg�
10μg�
10μg�
10μg�
10μg�
10μg�
20μg�
20μg�
10μg�
500pmol�
500pmol�
20μg�
1ml�
0.4ml�
1ml�
0.4ml�
1ml�
1ml�
1ml�
25 lanes�
100 lanes�
100 lanes�
50 lanes�
1ml�
10ml�
1kit�
3μg�
10ml�
50ml�
1kit�
10μl�
50μg�
50ml�
100ml�
500ml�
10,000UN�
10,000UN�
培養1l分�
培養1l分�

30,000�
27,000�
27,000�
27,000�
27,000�
26,000�
27,000�
27,000�
30,000�
30,000�
46,200�
47,600�
47,600�
35,800�
13,800�
13,800�
9,000�
27,000�
14,600�
27,000�
14,600�
27,000�
27,000�
27,000�
19,500�
19,500�
19,500�
19,500�
41,000�
280,000�
19,500�
7,000�
16,800�
66,000�
19,500�
5,800�
28,000�
41,800�
11,000�
42,800�
18,000�
23,500�
9,800�
17,500

pET－32a（＋）ベクター�
pET－15bベクター�
pET－16bベクター�
pET－20b（＋）ベクター�
pET 21b（＋）ベクター�
pT7 Blue T－ベクター�
pET－28a（＋）ベクター�
pET－28b（＋）ベクター�
pET－42a（＋）ベクター�
pET－43. 1a（＋）ベクター�
pETデュエット－1ベクター�
pBiEx－1ベクター�
pIEx－1ベクター�
T7セレクト10－3bベクター�
T7ターミネータープライマー�
T7プロモータープライマー�
オリゴdTプライマー�
BL21コンピテントセル�
BL21（DE3）コンピテントセル�
BL21（DE3）コンピテントセル�
BL21（DE3）pLysSコンピテントセル�
BL21（DE3）pLysSコンピテントセル�
HMS174（DE3）pLysSコンピテントセル�
NovaBlue™ コンピテントセル�
RNA分子量マーカー, 0.2～10kbp�
DNA分子量マーカー, 0.5～12kbp�
タンパク分子量マーカー, 15～150kDA�
PCR マーカー, 50～2000bp�
GeneJuice™  トランスフェクション試薬�
GeneJuice™  トランスフェクション試薬�
His融合バッファーキット�
His・Tagモノクロナール抗体�
His融合レジン�
His融合レジン�
エンテロキナーゼ, 組換え体�
リゾチーム溶液, 組換え体�
T7・Tagモノクロナール抗体�
バグバスター 10X�
バグバスター タンパク抽出試薬�
バグバスター タンパク抽出試薬�
ベンゾナーゼ®  ヌクレアーゼ＞90％�
ベンゾナーゼ® ヌクレアーゼ＞99％�
オーバーナイトエクスプレス自動誘導システム1�
オーバーナイトエクスプレス自動誘導システム2

U.N. 

7



No.59 JUN. 2004

BioChain社　便利な免疫染色用キット�

ImmuChem Immunohistochemistry （IHC）  Kit
　本キットは、BioChain社の信頼性の高い便利な免疫組織化学的検出キットで、組織や固定化細胞における特異
的遺伝子発現を同定するものです。このキットには、バッファーや発色剤を含む、免疫組織化学的染色に必要な
試薬がすべて入っています。アフィニティカラムにより交差吸収されたビオチン化二次抗体が、ガラススライド
上の一次抗体－抗原複合体の検出に使用されます。その後、ストレプトアビジン－ペルオキシダーゼ複合体と反応し、
DAB基質を用いて発色します。DABによる汚染を防止するために、このキットにはDAB基質を無毒化する特殊な
試薬が付いており、廃液処理が簡単に行えます。�

BioChain社　免疫染色に用いる組織切片中の抗原の賦活化に�

Antigen Retrieval Dewax Solution

ImmuChem IHC Kitによる組織切片の免疫組織化学的染色写真�
　A: EGFR抗体を用いて染色した乳癌組織（100倍）�
　B: EGFR抗体を用いて染色した乳癌組織（400倍）�
BioChain社のパラフィン包埋組織切片製品を使用した。�

【キット内容】�

● 簡易操作：免疫組織化学的染色や対比染色の各工程における最適化された操作手順、初心者から熟練者まで役
に立つユーザーフレンドリーな取扱説明書、色分けされた試薬、注釈およびトラブルシューティング。�
● 高感度：高シグナル、低バックグラウンド。�
● 環境保護：発癌性のDAB基質は廃棄前に無毒化。�
● 免疫染色後、同じ組織切片でin situハイブリダイゼーションが可能［BioChain社IsHyb ISH Kit（後出）を使用］。�
● 適用サンプル：凍結あるいはパラフィン包埋組織切片。�

【特　長】�

●免疫組織化学的染色における、ホルマリン固定・パラフィン包埋組織切片中の抗原の反応性回復。�
●免疫染色やin situハイブリダイゼーションにおける、ホルマリン固定組織切片のパラフィン除去。�

【用　途】�

● 簡易操作：1ステップ、10分以内、無毒・無臭。�
● 適合性：あらゆる免疫染色キットに適合。�

【特　長】�

コードNo. メーカーコード� 品　名� 容　量� 希望納入価格（円）�

582－79081�
589－79091

K3181100�
K3181500

100 slides�
500 slides

24,000�
48,000

ImmuChem Immunohistochemistry（IHC） Kit

コードNo. メーカーコード� 品　名� 容　量� 希望納入価格（円）�

586－79121�
585－79135�
580－79141

K8231100�
K8231500�
K8231000

100ml

500ml

1l

14,000�
45,000�
69,000

�
Antigen Retrieval Dewax Solution

A B

K3181100（100 slides）�

sNormal Serum�
sBiotinylated Antibody�
sStreptavidin�
sBiotinylated HRP�
s10X DAB Buffer�
sLiquid DAB�
sDetoxification

0.5ml�
0.2ml�
0.5ml�
0.5ml�
1.0ml�
1.0ml�
1.0ml

K3181500（500 slides）�

2.5ml�
1.0ml�
2.5ml�
2.5ml�
5.0ml�
5.0ml�
5.0ml

I.T.

I.T.
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BioChain社　便利なin situハイブリダイゼーション用キット�

IsHyb In Situ Hybridization （ISH）  Kit
　In situハイブリダイゼーション（ISH）は遺伝子発現解析の強力な手法です。BioChain社は、遺伝子関連研究のた
めの、高品質で、十分にカスタマイズ可能なISHキットを、自信を持って発売しました。BioChain社のIsHyb ISH 
Kitは、ハイブリおよびその前・後処理のための、mRNAハイブリ用バッファー、NBT/BCIP発色液および洗浄バ
ッファーを含む試薬を提供します。�

● Non－RI法（比色検出法） による遺伝子発現解析。�
●簡易操作で、RI法と同等の感度。�
●ISH用に最適化したRNaseフリー試薬・分析条件。�
●DNAプローブあるいはRNAプローブが使用可能。�
●ジゴキシゲニン（Dig）標識DNAプローブ＆アルカリホスファターゼの発色系で検査済み。�
●組織切片や組織アレイにおけるISH検出が可能。�

【特　長】�

●遺伝子突然変異の研究。�
●タンパク質の発現・機能解析。�

【用　途】�

IsHyb ISH Kitによる結腸腫瘍組織アレイのp53遺伝子
プローブによるNon－RI検出写真（1スポット）�
　A: 40倍�
　B: 100倍�
　C: 400倍�

A B

C

【キット内容】�

コードNo. メーカーコード� 品　名� 容　量� 希望納入価格（円）�

582－79101�
589－79111

K2191020�
K2191050

20 slides�
50 slides

28,000�
54,000

IsHyb In Situ Hybridization （ISH）  Kit

K2191020（20 slides）�

sPrehybridization Solution�
sHybridization Solution�
sNBT�
sBCIP�
s20X SSC Buffer�
sPBS�
sAnti－Dig Antibody

1.0ml�
1.0ml�
0.5ml�
0.5ml�
10.0ml�
10.0ml�
10μl

K2191050（50 slides）�

2.5ml�
2.5ml�
1.25ml�
1.25ml�
25.0ml�
25.0ml�
25μl

I.T.
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大豆発酵食品由来のより高分子な�

ポリ－γ－グルタミン酸�
　ポリ－γ－グルタミン酸はγ位のカルボキシル基とα位のアミノ基がペプチド結合で連なったポリマー（下図）
で、主として納豆菌などのBacillus属菌によって産生される高分子です。�
　本製品は韓国の伝統大豆発酵食品であるチョングッチャンから単離されたBacillus subtilis chungkookjangにより
産生されたもので、通常の納豆菌から産生されるポリ－γ－グルタミン酸よりも非常に高分子量(20万～600万)であ
るため、吸水剤・保湿剤・増粘剤・ミネラル吸収促進剤・徐放性薬物伝達体(DDS)・生分解性凝集浄化剤など、
機能性高分子化合物として化粧品・医薬品・工業用品の幅広い分野で用途開発が期待される物質です。�
　今回新製品として、平均分子量により3タイプ、さらに各々Na有無による2タイプの合計6タイプと多彩に品揃
えしました。�

【特　長】�
●DL混合物である。（D：L＝7：3）�
●安定な粘度：本品溶液の粘度値はpH、温度変化に対して比較的安定である。�
●ロットごとに各平均分子量を確認済み。�

＊Naフリー�
放射線処理による架橋反応に適する。放射線照
射によってさらに複雑な高次構造を形成する結果、
優れた吸水剤となることが知られている。水に
難溶(アルカリ側で可溶)。�

＊Na塩�
非常に水溶性が高く、生体内でのミネラル(Caイ
オンなど)吸収促進作用がある。�

コードNo. 品　名� 容　量�規格� 希望納入価格（円）�

161－21361�
167－21363�
165－21364�
168－21371�
164－21373�
162－21374�
165－21381�
161－21383�
169－21384

1g�
10g�
50g�
1g�
10g�
50g�
1g�
10g�
50g

�
生化学用�
�
�

生化学用�
�
�

生化学用�

3,500�
17,500�
52,500�
3,800�
19,000�
57,000�
4,100�
20,500�
61,500

Poly－γ－Glutamic Acid�
(average M.W. 200,000～500,000)�
�
Poly－γ－Glutamic Acid�
(average M.W. 1,500,000～2,500,000)�
�
Poly－γ－Glutamic Acid�
(average M.W. 4,000,000～6,000,000)

コードNo. 品　名� 容　量�規格� 希望納入価格（円）�

162－21391�
168－21393�
166－21394�
165－21401�
161－21403�
169－21404�
162－21411�
168－21413�
166－21414

1g�
10g�
50g�
1g�
10g�
50g�
1g�
10g�
50g

�
生化学用�
�
�

生化学用�
�
�

生化学用�

3,000�
15,000�
45,000�
3,300�
16,500�
49,500�
3,600�
18,000�
54,000

Poly－γ－Glutamic Acid Sodium Salt�
(average M.W. 200,000～500,000)�
�
Poly－γ－Glutamic Acid Sodium Salt�
(average M.W. 1,500,000～2,500,000)�
�
Poly－γ－Glutamic Acid Sodium Salt�
(average M.W. 4,000,000～6,000,000)

【Na塩タイプ】�

H

α�
β�
γ�N C

O

n

＝
�

COO－�

H

α�
β�
γ�N C

O

＝
�

COO－ Na+ n

K.T. 
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